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川崎市避難所の機能整備及び円滑な管理運営に関する条例 

 （目的） 

第１条 この条例は、避難所として定められた施設について、市民の避難所にお

ける生活に資するための機能の整備を推進するとともに、避難所の管理運営に

関し、市、避難所運営会議及び市民の責務を定めることにより、避難所の円滑

な管理運営を図ることを目的とする。 

 （定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号

に定めるところによる。 

 ⑴ 災害 災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第２条第１号に規定

する災害をいう。 

 ⑵ 避難所 災害が発生し、又は発生するおそれがある場合に、川崎市地域防

災計画に定めるところにより開設される避難所をいう。 

 ⑶ 避難所運営会議 避難所の管理運営を行うため、自主防災組織、施設管理

者等により構成される組織で、避難所として定められた施設ごとにあらかじ

め設けられたものをいう。 

 （市の責務） 

第３条 市は、避難所として定められた施設について、市民の避難所における生

活に資するための機能の整備に努めるものとする。 

２ 市は、避難所の円滑な管理運営を図るため、避難所運営会議と連携して、前

項の施設の利用及び活用が行われるよう努めるものとする。 

 （避難所運営会議の責務） 

第４条 避難所運営会議は、訓練その他避難所の開設に備えた活動を積極的に実

施し、避難所の管理運営が円滑に行われるよう努めるものとする。 

 （市民の責務） 

第５条 市民は、避難所の管理運営が円滑に行われるよう、自発的に災害に備え

た活動に参加するとともに、避難所の管理運営に積極的に協力するよう努める

ものとする。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 



   提 案 理 由 

 

 避難所として定められた施設について、市民の避難所における生活に資するた

めの機能の整備を推進するとともに、避難所の管理運営に関し、市、避難所運営

会議及び市民の責務を定めることにより、避難所の円滑な管理運営を図るため、

この条例を制定するものである。 


